


高鍋町美術館入口にある秋
月種茂公の胸像。

水琴窟。水をそそぐ
と琴のような音色を
響かせます。
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た
か
な
べ

　
名
君
と
し
て
讃
え
ら
れ
る「
秋
月
種
茂
公
」は
、１
７
４
３

年
に
６
代
藩
主
の
種
美
公
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

７
代
藩
主
と
な
っ
た
後
は
、慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
施
策
を

次
々
に
実
施
し
、財
政
の
再
建
と
、高
鍋
藩
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
も
の
は
、「
児
童
手
当
制
度
」で
す
。農
家
の
子

ど
も
３
人
目
か
ら
、１
日
に
つ
き
、米
２
合
ま
た
は
麦
３
合

を
与
え
る
と
い
う
制
度
を
作
り
上
げ
、福
祉
文
化
的
土
壌
を

整
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、教
育
に
最
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。藩
士
だ
け
で
な

く
農
民
も
、身
分
に
関
係
な
く
入
学
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
藩
校「
明
倫
堂
」を
設
立
し
、一
般
庶
民
に
も
学
ぶ
機
会

を
与
え
る
こ
と
で
、領
民
全
体
の
教
育
水
準
を
高
め
ま
し
た
。

こ
の
明
倫
堂
か
ら
は
後
に
多
く
の
先
賢
が
輩
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
高
鍋
藩
か
ら
上
杉
家
の
養
子
と
な
り
、米
沢
藩
の
財
政
を

建
て
直
し
た「
上
杉
鷹
山
公
」の
実
の
兄
に
あ
た
り
ま
す
。

　
か
つ
て
町
の
西
側
に
あ
る
丘
陵
に
築
か
れ
て
い
た
高
鍋
城
の
跡
地
を
整
備
し
た
公
園
で
す
。高
鍋
城
に
は
天
正
15
年(

１
５
８

７
年)

よ
り
秋
月
氏
が
居
城
し
、そ
の
地
形
が
は
ば
た
く
鶴
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら「
舞
鶴
城
」と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。廃
藩
置

県（
１
８
７
１
年
）以
降
、高
鍋
城
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、石
垣
や
城
堀
な
ど
一
部
は
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在

は
緑
に
囲
ま
れ
た
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、年
間
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、敷
地
内
に
は
歴
史
総
合
資
料
館
や
多
く
の
史
跡
が
あ
り
、歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

高
鍋
町
の
歴
史

秋
月
種
茂
公

　
舞
鶴
公
園
内
に
位
置
し
、豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
や
藩
校

「
明
倫
堂
」の
扁
額
、令
和
３
年
７
月
に
日
本
遺
産
に
追
加
認

定
さ
れ
た
持
田
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
石
棺
な
ど
、豊
富
な

文
化
財
展
示
の
ほ
か
、高
鍋
町
の
農
村
生
活
様
式
な
ど
の
民

俗
資
料
や
、古
代
か
ら
中
世
、藩
政
時
代
を
伝
え
る
歴
史
資

料
が
展
示
・
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
月
氏
の
家
老
職
を
勤
め
た

黒
水
家
の
住
宅
で
、建
築
年
代

は
文
化
・
文
政
頃（
１
８
０
４
〜

１
８
２
７
年
）と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
屋
は
鍵
座
敷
に

な
っ
た
寄
棟
造
り
茅
葺
で
、内

部
は
武
家
屋
敷
な
ら
で
は
の
特

徴
あ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

当
時
の
生
活
様
式
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。敷
地
内
の

籾
蔵
は
、西
南
戦
争
の
際
に
参

戦
に
反
対
し
た
９
人
の
名
士
、

九
烈
士
を
監
禁
す
る
仮
の
牢
屋

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
次
が
岡
山
県
医
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
育
っ
た
家
で
、

木
造
瓦
葺
き
の
平
屋
で
す
。現
在
は
、親
族
の
方
々
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
お
り
、外
観
の
み
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

秋
月
墓
地

石
井
十
次
生
家

　
十
次
が
岡
山
孤
児
院
を
宮
崎
県
茶
臼
原
に
移
転
す
る
準

備
を
す
る
た
め
、里
帰
り
す
る
船
上
で
う
た
っ
た
三
連
の
詩

が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
詩
の
中
で
、十
次
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
高
鍋
こ
そ
、教
育
の
場
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
た

所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ヽ
美
な
る
か
な
日
向
の
地

予
は
実
に
爾
を
愛
す

ア
ヽ
壮
な
る
か
な
太
平
洋

予
は
実
に
爾
を
愛
す

南
北
四
十
里 

東
西
二
十
里
な
る

日
向
の
原
野
よ

爾
は
予
等
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
に

備
え
ら
れ
た
る
カ
ナ
ン
に
あ
ら
ず
や

人
間
は
そ
の
境
遇
に
よ
っ
て

教
育
せ
ら
る
る
も
の
と
せ
ば

爾
高
鍋
よ 

爾
は
予
が

理
想
的
人
物
を
養
成
す
る
に
於
て

最
も
適
当
の
と
こ
ろ
な
り

ア
ヽ
美
な
る
か
な
尾
鈴
山

ア
ヽ
壮
な
る
か
な
太
平
洋

舞
鶴
公
園

　
秋
月
家
11
代
当
主
、
種
樹
公
の
住
家
で
あ
る
萬
歳
亭
の
は
な

れ
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。当
時
は
種
樹
公
の
次
男
で
あ
る
種

英
公
が
書
斎
と
し
て
愛
用
し
ま
し
た
。

﹁
歴
史
﹂と﹁
文
教
﹂の
ま
ち

　
我
が
国
の
児
童
福
祉
の
先
駆
者
で
、生
涯
を
孤
児
の
救
済
に
捧
げ
ま
し

た
。十
次
は
慶
応
元
年（
１
８
６
５
年
）４
月
、宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
馬

場
原
に
生
ま
れ
ま
し
た
。医
学
を
志
し
て
勉
強
し
、明
治
20
年
４
月
、病
気

療
養
と
医
学
の
実
地
研
究
の
た
め
、岡
山
県
の
診
療
所
に
移
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、隣
接
す
る
大
師
堂
で
１
人
の
男
児
を
預
か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
６
年
間
勉
強
し
た
医
学
書
を
焼
き
、孤
児
教
育
に
専
念
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

　
岡
山
孤
児
院
創
設
後
、
明
治
24
年
の
濃
尾
大
震
災
や
、
明
治
39
年
の
東

北
地
方
大
飢
饉
時
に
多
く
の
孤
児
を
収
容
し
、一
時
は
在
院
孤
児
が
１
，

２
０
０
名
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
明
治
41
年
に
は
本
拠
地
を
岡
山
市
か
ら
、宮
崎
県
の
茶
臼
原
に
あ
っ
た

分
院
へ
移
し
、大
自
然
の
中
で
農
業
的
生
活
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
正
３
年
、48
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。十
次
が
生
涯
で

救
済
し
た
孤
児
は
、２
，２
０
０
名
以
上
に
も
な
り
ま
し
た
。

石
井
十
次

第二展示室(２
階)。伝統的な生
活文化を支える
資料を展示して
います。稲作・畑
作・山の生活・川
辺の生活・高鍋
の商家・農家の
復元模型など６
つのコーナーが
あります。

第一展示室（１
階)。大昔の高鍋、
中世・近世・近代
と時代を追って
歴史の流れを資
料でたどります。
また、高鍋の偉
人たちにまつわ
る資料も展示さ
れています。

来客用に使用された玄関。住人用
の玄関は別にある、武家屋敷なら
ではの構造です。

籾蔵には九烈士が監禁されました。
内部には戦争当時の様子を描い
た絵画や資料が並びます。

高
鍋
町
歴
史
総
合
資
料
館

萬
歳
亭
は
な
れ(

舞
鶴
公
園
内)

　
高
鍋
城
の
城
堀
。宮
崎
県
内
で
唯
一
豊
か
な
水
を
た
た
え
る
城
堀
で
、ほ
ぼ
当

時
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。町
民
の
散
歩
道
と
し
て
も
親
し
ま
れ
、初
夏
に
は

ハ
ス
の
花
が
咲
き
ま
す
。

城
堀
緑
地

　
明
治
4
年
、高
鍋

城
内
に
あ
っ
た
５

つ
の
神
社
を
合
祀

し
、社
を
建
て
ま
し

た
。

舞
鶴
神
社(

舞
鶴
公
園
内)

　
樹
齢
は
お
よ
そ

５
０
０
年
。

　
昭
和
26
年
に
国

指
定
天
然
記
念
物

と
な
り
ま
し
た
。

高
鍋
の
ク
ス

高
鍋
町
指
定
有
形
文
化
財
黒
水
家
住
宅

【
開
館
時
間
】

【
休
館
日
】

【
料
　
　
金
】

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

毎
週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

祝
日
の
翌
日（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

大
人
…
２
１
０
円

小
中
高
生・
高
齢
者（
70
才
以
上
）・

障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
介
助
者
…
１
０
０
円

小
学
生
未
満
…
無 

料

※

20
名
以
上
の
団
体
は
団
体
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

高
鍋
町
歴
史
総
合
資
料
館

T
E
L 

０
９
８
３-

２
３-

１
３
２
２

問
合
せ
先

高
鍋
町
指
定
有
形
文
化
財
黒
水
家
住
宅

T
E
L 

０
９
８
３-

２
３-

７
２
６
６

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

毎
週
月
〜
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

祝
日
の
翌
日（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

大
人
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
円

小
中
高
生・
高
齢
者（
70
才
以
上
）・

障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
介
助
者
…
50
円

小
学
生
未
満
…
…
…
…
…
…
…
無
料

※

20
名
以
上
の
団
体
は
団
体
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
開
館
時
間
】

【
休
館
日
】

【
料
　
　
金
】

高鍋城本丸跡。礎石が残っています。

春には桜や梅の花が咲き、秋には灯籠で彩られます。

正面階段を登ると二の丸の正門「岩坂門跡」がある。

上杉鷹山公の肖像。幼少の頃
に、上杉家に迎えられ、米沢
藩を建て直しました。

　
高
鍋
藩
主
秋
月
氏
の
菩
提
寺
の
名
前
を
と
っ
て
、「
大
龍

寺
墓
地
」「
安
養
寺
墓
地
」「
龍
雲
寺
墓
地
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
高
鍋
城
の
北
側
台
地
斜
面
に
あ
り
ま
し
た
。明
治

初
期
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
菩
提
寺
は
取
り
壊
さ
れ
、現
在
は

歴
代
藩
主
と
一
族
の
墓
の
ほ
か
、重
臣
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

詩
碑﹁
帰
国
途
上
の
所
感
﹂

高鍋高校にある詩碑。

高鍋町美術館にある詩碑。

石井十次銅像(高鍋町中央公園)

　
高
鍋
町
は
宮
崎
県
の
中
央
沿
岸
部
に
位
置
す
る
、宮
崎
県

内
で
最
も
小
さ
な
町
で
す
。

　
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
の
下
で
、旧
石
器

時
代
か
ら
人
々
が
生
活
し
、現
代
に
い
た
る
ま
で
深
い
歴
史

が
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
藩
政
時
代
に
は
、高
鍋
三
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

学
問
と
教
育
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
と
し
て
有
名
で
し
た
。な
か

で
も
７
代
藩
主
の
秋
月
種
茂
公
が
設
立
し
た
藩
校「
明
倫

堂
」は
、法
曹
界
の
重
鎮
と
呼
ば
れ
た
三
好
退
蔵
や
、オ
ー
ス

ト
リ
ア
大
使
で
後
に
読
売
新
聞
社
長
と
な
っ
た
秋
月
左
都

夫
、住
友
を
大
財
閥
に
育
て
上
げ
た
鈴
木
馬
左
也
、２
，２
０

０
人
も
の
孤
児
の
父
と
な
っ
た
石
井
十
次
な
ど
、多
く
の
優

秀
な
人
材
を
世
に
輩
出
し
た
こ
と
か
ら
、「
文
教
の
町
」と
も

呼
ば
れ
ま
す
。

　
現
在
で
も
地
名
や
街
並
み
に
城
下
町
の
名
残
が
あ
り
、秋

月
種
茂
公
が
残
し
た
明
倫
の
精
神
や
先
賢
の
教
え
は
、学
校

教
育
や
政（
ま
つ
り
ご
と
）に
取
り
入
れ
ら
れ
、脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
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日
本
美
術
や
西
洋
美
術
、工
芸
や
彫
刻
、版
画
ま
で
幅
広
い
作
品
を
収
蔵
・
展
示
し

て
お
り
、特
別
展
・
企
画
展
な
ど
の
展
覧
会
を
年
間
通
し
て
随
時
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、演
奏
会
や
映
画
鑑
賞
と
い
っ
た
文
化
活
動
を
行
う
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
は
、常
設
展
示
室
に
加
え
て
、個
人
で
も
利
用
で
き
る
企
画
展
示
室
や
多
目

的
ホ
ー
ル
、実
習
室
、図
書
室
を
備
え
、「
心
」を
表
現
す
る
場
、「
心
の
発
信
基
地
」と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
高
鍋
町
美
術
館

　
小
丸
川
の
北
側
に
広
が
る
台
地
に
、

国
指
定
史
跡
で
あ
る
持
田
古
墳
群
が

あ
り
ま
す
。こ
の
古
墳
群
は
、４
〜
６

世
紀
頃
に
造
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
、

重
要
文
化
財
で
あ
る
画
文
帯
神
獣
鏡

や
変
形
四
獣
鏡
な
ど
貴
重
な
歴
史
資

料
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
角
に
位
置
す
る
高
鍋
大
師

は
、岩
岡
保
吉
氏
が
古
墳
の
霊
を
鎮

め
る
意
を
込
め
て
制
作
し
た
も
の
で

す
。岩
岡
氏
は
生
涯
を
か
け
て
７
０

０
余
体
の
石
像
を
制
作
し
ま
し
た
。

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
像
が
い
く
つ
も

立
ち
並
ぶ
様
子
は
圧
巻
で
、な
か
に

は
高
さ
が
７
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
き

な
石
像
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、晴
れ
た

日
に
は
日
向
灘
を
一
望
で
き
る
絶
景

地
で
す
。

　
高
鍋
大
師
と
持
田
古
墳
群
は
、「
田

園
の
中
に
円
墳
の
小
山
が
点
在
す
る

風
景
や
不
思
議
な
巨
大
石
像
群
は
、独

特
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
り
、こ
こ
で
し

か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。」と
い

う
こ
と
か
ら
、平
成
21
年
３
月
に
宮
崎

観
光
遺
産
に
認
定
さ
れ
、令
和
３
年
７

月
に
は
日
本
遺
産
に
追
加
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
28
年
の
開
設
以
来
、無
事
故
を

誇
る
安
心
・
安
全
な
海
水
浴
場
で
す
。水

質
が
き
れ
い
な
こ
と
か
ら
環
境
省
が
指

定
す
る「
快
水
浴
場
百
選
」に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。海
水
浴
期
間
中
は
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
場
が
併
設
さ
れ
、ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
体
験
や
ト
ー
イ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
が

楽
し
め
ま
す
。ビ
ー
チ
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
も
企
画

さ
れ
、多
く
の
参

加
者
で
賑
わ
い

ま
す
。

　
ま
た
、海
水
浴

場
に
隣
接
し
て

潮
騒
を
聴
き
な

が
ら
休
め
る

キ
ャ
ン
プ
村
が

あ
り
ま
す
。

◆
蚊
口
浜
サ
ー
フ
ィ
ン
場

　
海
水
浴
場
の
南
側
に
位
置
す
る
サ
ー
フ
ィ
ン
場
で
す
。日
向
灘
か
ら
吹
く
風
が
絶
好

の
波
を
作
り
、年
間
を
通
し
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
ま
す
。駐
車

場
、水
洗
ト
イ
レ
、無
料
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
完
備
し
て
お
り
、快
適
に
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
つ
の
タ
イ
プ
の
浴
場
は
週
替
わ
り
で
男
湯
と
女
湯
が

交
代
す
る
の
で
、ど
ち
ら
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。か

け
流
し
式
で
供
給
さ
れ
た
温
泉
は
、常
に
新
鮮
な
お
湯
が
流

れ
、清
潔
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
売
店
で
は
、ス
イ
ー
ツ
や
地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を

販
売
し
て
い
ま
す
。温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
後
は
、御

食
事
処「
高
藍（
こ
う
ら
ん
）」で
、素
材
の
味
を
生
か
し
た
料

理
を
緑
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
温
泉
西
側
の「
め
い
り
ん
公
園
」に
は
R
V
パ
ー
ク
が
開

設
さ
れ
て
お
り
、キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
の
乗
り
入
れ
・
宿

泊
が
可
能
で
す
。

　
昭
和
30
年
代
の
農
村
風
景
が
広
が
り
、れ
ん
げ
や
菜
の
花
と

い
っ
た
草
花
や
、稲
作
、収
穫
風
景
な
ど
な
つ
か
し
い
景
色
に

出
会
え
る
場
所
で
す
。昔
な
が
ら
の
里
山
に
棚
田
が
現
存
し
、

四
季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、こ
こ
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
は「
高
鍋
温
泉
め
い
り

ん
の
湯
」で
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
37
年
か
ら
昭
和
42
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
県
営
高
鍋

防
災
ダ
ム
の
工
事
で
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
へ
、近
く
の
山
林

か
ら
の
湧
水
が
流
れ
込
み
、湿
原
に
な
り
ま
し
た
。翼
を
広
げ

た
シ
ロ
サ
ギ
の
姿
を
思
わ
せ
る
サ
ギ
ソ
ウ
や
、耳
か
き
に
似

た
小
さ
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、世
界
で

伊
勢
湾
周
辺
と
こ
の
高
鍋
や
川
南
町
で
し
か
見
ら
れ
な
い
と

い
う
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
な
ど
、４
０
０
種
を
超
え
る
植
物
が
群

生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、世
界
最
小
ク
ラ
ス
の
体
長
２
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
希
少
な
昆
虫
も
生
息

し
て
い
ま
す
。総
面
積
は
３
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、訪
れ
る

た
び
に
い
つ
も
違
っ
た
景
色
を
楽
し
め
ま
す
。

　
九
州
オ
ル
レ
と
は
、韓
国
済
州
島
発
祥
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ン
テ
ン
ツ
の
九
州
版
で
す
。

　
九
州
内
で
18
コ
ー
ス
あ
り
、２
０
２
０
年
１
月
に「
宮
崎
・

小
丸
川
コ
ー
ス
」が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
コ
ー
ス
は
、高

鍋
町
・
木
城
町
・
美
郷
町
・
日
向
市
に
伝
わ
る
百
済
王
族
伝
説

を
モ
チ
ー
フ
に
、木
城
町
の
比
木
神
社
か
ら
高
鍋
町
の
大
年

神
社
ま
で
を
つ
な
い
だ
コ
ー
ス
で
す
。

　
川
・
山
・
海
を
め
ぐ
り
、今
に
伝
わ
る
歴
史
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
、豊
か
な
自
然
の
景
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

大きな海老入り天婦羅定
食や高藍特製海鮮皿うど
んなどメニューも豊富です。

昭和30年代の農村風景を再現。

整備された遊歩道。田畑
や木々の中を散歩するこ
とができます。

東部湿原と西部湿原をつなぐ『トンボの橋』

季節に合わせて農村体験
を行っています。

【
泉
　
　
質
】

【
効
　
　
能
】

【
営
業
時
間
】

【
休
館
日
】

【
料
　
　
金
】

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物
温
泉

浴
用（
神
経
痛
・
冷
え
性
・
皮
膚
病
な
ど
）

午
前
８
時
〜
午
後
８
時

木
曜
日
・
金
曜
日

一
般（
中
学
生
以
上
）…

６
０
０
円

小
人（
小
学
生
）…

３
０
０
円

幼 

児…

無 

料

【
R
V
パ
ー
ク
利
用
料
金
】

駐
車
場
１
台
／
泊…

１
，５
３
０
円

電
源
設
備
１
基
／
泊…

５
１
０
円

（
消
費
税
を
含
む
）

問
い
合
わ
せ
先

認
定
N
P
O
法
人 

高
鍋
町
観
光
協
会

T
E
L 

０
９
８
３-

２
２-

５
５
８
８

【
開
設
期
間
】
海
水
浴
場

７
月
中
旬
〜
８
月
下
旬

サ
ー
フ
ィ
ン
場
…
通
年

サギソウ
(７月～８月)

ハッチョウトンボ（オス）
(５月～８月)

チェックポイントの目印
「カンセ(馬)」

分岐点の矢印

持田古墳群。古墳の総数は85基。生活の中に溶け込
んだ古墳群。

巨大な石像が並びます。

高
鍋
町

観
光

さまざまなイベントが開催される多
目的ホール。ロールバック方式の座
席を備え、242名を収容できます。

日本近代洋画史上
の偉才と呼ばれた
児島虎次郎の作品。
石井十次の長女で、
作者の 妻である
“友”がアイロンが
けをしている姿を
描いた油彩画です。

児島虎次郎「アイロンがけ」
油彩60号

スタート地点の比木神社コースのなかで高鍋大師も通ります。

3

◆
高
鍋
温
泉
め
い
り
ん
の
湯

◆
R
V
パ
ー
ク

◆
四
季
彩
の
む
ら

◆
高
鍋
湿
原

◆
九
州
オ
ル
レ

　「
宮
崎
・
小
丸
川
コ
ー
ス
」

Spot!◆
高
鍋
海
水
浴
場
・
キ
ャ
ン
プ
村

◆
高
鍋
大
師
・
持
田
古
墳
群（
日
本
遺
産
）

問
い
合
わ
せ
先

高
鍋
町
美
術
館

T
E
L 

０
9
8
３-

2
３-

8
8
8
7

【
開
館
時
間
】

【
休
館
日
】

【
常
設
展
観
覧
料
】

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

毎
週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

祝
日
の
翌
日（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

大
　
人
…
２
１
０
円（
１
７
０
円
）

小
中
高
生
・
高
齢
者（
70
才
以
上
）

障
が
い
者

お
よ
び
そ
の
介
助
者
…
１
０
０
円（
80
円
）

未
就
学
児
と
高
鍋
町
内
の
小
中
高
生

お
よ
び
特
別
支
援
学
校
生
は
無
料

※（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
特
別
展
・
企
画
展
は
内
容
に
よ
り
料
金
が

　
異
な
り
ま
す
。

高
鍋
温
泉
め
い
り
ん
の
湯

T
E
L 

０
９
８
３-

２
３-

２
６
２
６

問
い
合
わ
せ
先

高
鍋
町
役
場

地
域
政
策
課
商
工
観
光
係

T
E
L 

０
９
８
３-

２
６-

２
０
１
５

問
い
合
わ
せ
先

【
開
園
期
間
】
3
月
下
旬
〜
11
月
中
旬

コース上のリボンを
探しながら歩きます。



１０

至新田原基地

高鍋IC

東
九
州
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
高
鍋
駅

農業科学公園ルピナスパーク
●農業大学校

●
高鍋西中学校

●高鍋西小学校

至木城

●国土交通省
　高鍋出張所

●高鍋バスセンター

高鍋郵便局
●

●
高鍋高校

●
高鍋東
小学校

●
高鍋東中学校

宮崎県　　　　
高鍋総合庁舎●

●高鍋自動車学校

立花神社
（夏祭り）

●たかしんホール
　（高鍋町中央公民館）

●高鍋税務署

旧鈴木
馬左也
別邸
●

認定NPO法人
高鍋町観光協会●

小丸
大橋

●小丸河畔運動公園

小丸河畔
運動公園野球場

●
屋内多目的施設●

●高鍋保健所
●日本年金機構
　高鍋年金事務所

八坂神社
（夏祭り）

火産霊神社
（夏祭り）

キャンプ村
●

●海浜公園

アカウミガメ産卵地

天然カキ
サーフ
ポイント

高鍋駅前
郵便局
●

●
児湯青果地方
卸売市場

●
産業技術
専門校

鵜戸神社
（夏祭り）

琴弾の松●

小 丸 川

宮 田 川

持田古墳群

児湯農協
●

高鍋大師

大年神社●
●

之伎野妃御墓

高鍋警察署●

●宮崎県東児湯消防組合

高
鍋
大
橋

Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線

高
鍋
海
水
浴
場

日
向
灘

至
延
岡

至
宮
崎

１０

１９

２４

302

44

44

２４

２４

304

305

３１１

１９

１９

石井十次生家
●

●
高鍋木城
衛生組合

高鍋町美術館

高鍋温泉めいりんの湯

四季彩のむら高鍋湿原
高鍋防災ダム 城堀緑地

高鍋町歴史総合資料館
舞鶴公園

大楠● ●
柿原政一郎

記念高鍋図書館

至西都

県道高鍋・高岡線

高
鍋
農
業
高
校
●

●
刀工鍛冶場

高鍋町役場
●

石井十次銅像●

中央公園

合同庁舎●
秋月墓地●

井上スポーツセンター　
（高鍋町スポーツセンター）●

高鍋総合運動公園
【MASUDAスタジアム
 （高鍋町営野球場）】
●

たかなべ

観 光

マップ

高鍋町美術館

四季彩のむら

高鍋湿原

高鍋大師

持田古墳群

サーフィン

6 5

舞鶴公園

ママンマルシェ
TAKANABE

RVパーク 23 - 0043

21 -12 0 0

22- 3366

2 3 - 0117

2 3 - 0111

22- 4858

2 2 - 5 810

町内宿泊施設連絡先（市外局番:0983）
ホ テ ル 四 季 亭

HOTELAZ 宮崎高鍋店

ホ テ ル 泉 屋

石 川 旅 館

高 鍋 第 一 ホ テ ル

ビジネスホテル黒木

ビジネスホテルふじや

23-0027

23-0021

23-0026

23-3939

23 -0051

22-0100

公共交通機関連絡先（市外局番:0983）
高鍋バスセンター

日 の 丸 タ ク シ ー

宮 交 タ ク シ ー

三 和 交 通

J R 高 鍋 駅

トヨタレンタカー高鍋店

19,327人（令和5年5月現在）

43.80㎢（宮崎県内の自治体では最小）

餃子・天然カキ・白菜・キャベツ(宮崎県内一の生産量)・茶・焼酎・酒類

◆

◆

◆

人 口
面 積
特産品

高鍋町のデータ

●

高鍋町農産物
加工施設

延岡市

宮崎市

西都市

高鍋町

J
R
日
豊
本
線
約
60
分

国
道
10
号
約
70
分

国
道
10
号
約
50
分

J
R
日
豊
本
線
約
30
分

東
九
州
自
動
車
道

東九
州

自動
車道

県道
24号

約2
0分

宮崎自動車道

清武JCT

東
九
州
自
動
車
道

農業科学公園ルピナスパーク ママンマルシェ TAKANABE

レストラン・直売所

至
宮
崎

至
延
岡

高鍋町指定有形文化財
黒水家住宅



【町 花】  ナデシコ 【町 木】 モクセイ【町 木】 タカナベカイドウ

観光についてのお問い合わせ先

高鍋町役場地域政策課商工観光係
〒884-8655  宮崎県児湯郡高鍋町大字上江8437番地
TEL（0983）26-2015　FAX（0983）23-6303
http://www.town.takanabe.lg.jp/

高鍋町

町 章

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
舞
鶴
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
る
ま
つ
り
で
す
。公
園
内
に
は
多
く
の
桜
の
花
が
咲
き
、花
見

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。ま
た
、期
間
中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜

桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り

物産展や各種イベ
ントが開催されま
す。

高
鍋
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
夏
祭
り

　
高
鍋
町
内
は
も
ち
ろ
ん
県
内
外
の
人
気
餃

子
店
が
集
結
し
、各
地
の
名
物
餃
子
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、毎
月
3
日
の「
餃
子
の
日
」で
は
、高

鍋
町
内
の
餃
子
店
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

◆
餃
子
フ
ェ
ス 

in 

高
鍋

厳かな雰囲気の中、進む点灯式。

町内の子どもたちによる紙灯籠。

◆
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

3
月
1
月
カ
キ
小
屋

舞
鶴
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

桜
ま
つ
り

海
水
浴
場
開
設

夏
祭
り

（
八
坂
・
鵜
戸
・
立
花
・
火
産
霊
）

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

7
月

　
高
鍋
の
誇
り
、名
君「
秋
月
種
茂
公
」が
設
立
し
た
藩
校「
明
倫

堂
」の
教
え
を
育
む
祭
り
で
す
。参
加
者
の
手
に
よ
っ
て
一
万
基
を

超
え
る
灯
籠
、一
つ
一
つ
に
明
か
り
が
灯
さ
れ
て
い
く
と
町
中
が

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
高
鍋
町
を
代
表
す
る
祭
り
と
し
て「
宮
崎
県
一
村
一
祭
」に
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
坂
・
鵜
戸
・
立
花
・
火
産
霊
、４
つ
の
神
社
の
夏
の
大
祭
が
祭
礼

日
を
か
え
て
行
わ
れ
ま
す
。神
輿
や
太
鼓
台
が
町
内
を
ね
り
歩
く

姿
は
勇
壮
で
７
月
の
高
鍋
は
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。
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宮崎空港からアクセスが良
く、宮崎県の中央に位置する
海沿いの町、高鍋。
宮崎・高鍋は、アクセスだけで
はなく、気候も温暖で1年を通
して過ごしやすく、充実した
食が楽しめ、長い歴史があり、
自然に囲まれた、ほっと落ち
着ける町です。
そんな高鍋の素晴らしさを、
「食」、「買」、「観」、「遊」に集め
ました。

高鍋町観光サイト




